
審査項目及び評価基準 

審査項目 評価基準 配点 

業務の実施方

針及び提案者

の経験・能力

等 

業務の実施方針 ・具体的な実施方針に関する記載 5 

15

提案者の実績 
・国内登録博物館において 150 ㎡以上の面積 

を有する展示室の展示物実施設計業務の実績 
5 

取組体制 

・本業務に専従できる責任者配置 

（一級建築士・一級建築施工管理技士の配置 

がされていること） 

・本業務に専従できるデザイナー、技術者等 

のスタッフの構成 

5 

テーマに 

対する提案 

テーマⅠ「総合動植物公園の魅力向上に資する展示」 

・総合動植物公園の魅力を向上させるために、どの様な連携展 

示を行うかについて 

15 

80

テーマⅡ「自然史博物館の魅力向上に資する展示」 

・既存展示空間との整合性と、当館の魅力向上につなげる展示 

について 

15 

テーマⅢ「展示内容の更新」 

・照明、映像等による演出効果を高める方法、展示内容の定期 

的更新やタイムリーな企画の展示を可能とする方法について 

15 

テーマⅣ「全世代が楽しめる展示」 

・世代間の理解度の相違に対応した展示方法について 
15 

テーマⅤ「標本の効果的利用」 

・博物館収蔵標本を効果的に利用する方法について 
10 

テーマⅥ「参加体験型展示」 

・ユニバーサルデザイン及びハンズ・オンの視点にたった参加 

体験型展示の考え方について 

10 

適正見積 業務説明書と見積内容の整合性 5 5 

 

【評価基準】 

・評価点：特に優れている…1.0、優れている…0.8、普通…0.6、やや不十分…0.4、不十分…0 

・[評価点]×配点を各審査項目の得点とし、各審査項目の得点を合計した総得点が最も高い者を特定する。 

・適正見積価格の評価については下記の算出方法を用いて評価点を算出する。 

  【算定式】評価点＝配点×最低見積価格／当該見積価格 

       ※小数点以下第 1 位を四捨五入 


